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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月1日(2021.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　同期信号（ＳＳ）ブロックおよび補助チャネルを送信するために、複数の時間領域シン
ボルをスケジュールすることと、前記ＳＳブロックは、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同
期信号（ＳＳＳ）、および物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を備え、
　送信のために前記ＰＢＣＨと前記補助チャネルをジョイント符号化することと、前記補
助チャネルは、前記ＰＢＣＨのコーディングされたビットを備え、
　ユーザ機器（ＵＥ）に、前記ＳＳブロックと前記補助チャネルとを備える前記複数の時
間領域シンボルを送信することと、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つは、
前記補助チャネルと周波数多重化されており、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくと
も１つは、前記ＰＢＣＨと時間多重化されている、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記送信することは、
　第１の帯域幅に及ぶ前記ＰＢＣＨを送信することと、
　前記第１の帯域幅よりも狭い第２の帯域幅に及ぶ前記ＰＳＳおよびＳＳＳを送信するこ
とと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信することは、
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　公称電力レベルよりも高いブーストされた電力レベルで、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのう
ちの少なくとも１つを送信すること
　を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記公称電力レベルに対して前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つの前記ブ
ーストされた電力レベルを前記ＵＥに示すこと
　をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記送信することは、同じ送信構成を利用して、前記補助チャネルと前記ＰＢＣＨを送
信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記送信構成は、アンテナポート構成、ビームフォーミング構成、送信ダイバーシティ
スキーム、またはニューメロロジーのうちの少なくとも１つを備える、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記補助チャネルのための基準信号として、前記ＰＢＣＨの復調基準信号（ＤＭＲＳ）
を利用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記補助チャネルのための前記基準信号として、前記ＰＢＣＨの前記ＤＭＲＳを利用す
るように前記ＵＥに指示することをさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　同期信号（ＳＳ）ブロックと補助チャネルとを備える複数の時間領域シンボルを受信す
ることと、
　前記ＳＳブロックは、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、および物理
ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を備え、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なく
とも１つは、前記補助チャネルと周波数多重化されており、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのう
ちの少なくとも１つは、前記ＰＢＣＨと時間多重化されており、前記補助チャネルは、補
助ＰＢＣＨを備え、
　前記補助チャネル、ＰＳＳ、ＳＳＳ、および前記補助チャネルとジョイント符号化され
たＰＢＣＨを復元するために、前記複数の時間領域シンボルを復号することと
　を備える方法。
【請求項１０】
　前記復号することは、
　前記ＰＢＣＨと前記補助ＰＢＣＨをジョイント復号すること
　を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記補助チャネルおよび前記ＳＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、請求項１または請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記補助チャネルおよび前記ＰＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記受信することは、
　第１の帯域幅に及ぶ前記ＰＢＣＨを受信することと、
　前記第１の帯域幅よりも狭い第２の帯域幅に及ぶ前記ＰＳＳおよびＳＳＳを受信するこ
とと
　を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記受信することは、



(3) JP 2020-517176 A5 2021.4.8

　公称電力レベルよりも高いブーストされた電力レベルで、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのう
ちの少なくとも１つを受信すること
　を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記公称電力レベルに対して前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つの前記ブ
ーストされた電力レベルを示す、スケジューリングエンティティからのインジケーション
を受信すること
　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記補助チャネルは、
　ＳＳブロック時間インデックスをシグナリングするための３次同期信号（ＴＳＳ）、　
ビーム微調整を容易にするためのビーム基準信号（ＢＲＳ）、
　ウェイクアップ無線信号、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のための共通探索空間、または
　ページング信号
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項１または請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　前記補助チャネルのための基準信号として、前記ＰＢＣＨの復調基準信号（ＤＭＲＳ）
を利用するためのインジケーションを受信すること
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１８】
　前記復号することは、
　ＰＢＣＨ復調基準信号（ＤＭＲＳ）を使用して前記補助チャネルを復調すること
　を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のためのスケジューリングエンティティであって、
　通信インターフェースと、
　メモリと、
　前記通信インターフェースと前記メモリとに動作可能に結合されたプロセッサと
　を備え、ここにおいて、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　　請求項１乃至請求項８のいずれかに従った方法を実施する
　ように構成される、スケジューリングエンティティ。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　通信インターフェースと、
　メモリと、
　前記通信インターフェースと前記メモリとに動作可能に結合されたプロセッサと
　を備え、ここにおいて、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　　請求項１０乃至請求項１８のいずれかに従った方法を実施する
　ように構成される、ＵＥ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　[0106]開示された方法におけるステップの特定の順序または階層は、例示的なプロセス
の例示であることが理解されるべきである。設計の選好に基づいて、方法におけるステッ
プの特定の順序または階層が並べ替えられ得ることが理解される。添付の方法の請求項は
、様々なステップの要素をサンプルの順序で提示したものであり、そこで特に記載されて
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いない限り、提示された特定の順序または階層に限定されるようには意図されない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　同期信号（ＳＳ）ブロックおよび補助チャネルを送信するために、複数の時間領域シン
ボルをスケジュールすることと、前記ＳＳブロックは、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同
期信号（ＳＳＳ）、および物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を備え、
　送信のために前記ＰＢＣＨと前記補助チャネルをジョイント符号化することと、
　ユーザ機器（ＵＥ）に、前記ＳＳブロックと前記補助チャネルとを備える前記複数の時
間領域シンボルを送信することと、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つは、
前記補助チャネルと周波数多重化されている、
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記補助チャネルは、補助ＰＢＣＨを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記補助チャネルおよび前記ＳＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記補助チャネルおよび前記ＰＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記送信することは、
　第１の帯域幅に及ぶ前記ＰＢＣＨを送信することと、
　前記第１の帯域幅よりも狭い第２の帯域幅に及ぶ前記ＰＳＳおよびＳＳＳを送信するこ
とと
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記送信することは、
　公称電力レベルよりも高いブーストされた電力レベルで、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのう
ちの少なくとも１つを送信すること
　を備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記公称電力レベルに対して前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つの前記ブ
ーストされた電力レベルを前記ＵＥに示すこと
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記補助チャネルは、
　ＳＳブロック時間インデックスをシグナリングするための３次同期信号（ＴＳＳ）、　
ビーム微調整を容易にするためのビーム基準信号（ＢＲＳ）、
　ウェイクアップ無線信号、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のための共通探索空間、または
　ページング信号
　のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記送信することは、同じ送信構成を利用して、前記補助チャネルと前記ＰＢＣＨを送
信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記送信構成は、アンテナポート構成、ビームフォーミング構成、送信ダイバーシティ
スキーム、またはニューメロロジーのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ９に記載の方法
。
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［Ｃ１１］
　前記補助チャネルのための基準信号として、前記ＰＢＣＨの復調基準信号（ＤＭＲＳ）
を利用することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記補助チャネルのための前記基準信号として、前記ＰＢＣＨの前記ＤＭＲＳを利用す
るように前記ＵＥに指示することをさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　同期信号（ＳＳ）ブロックと補助チャネルとを備える複数の時間領域シンボルを受信す
ることと、
　前記ＳＳブロックは、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、および物理
ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を備え、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なく
とも１つは、前記補助チャネルと周波数多重化されており、
　前記補助チャネル、ＰＳＳ、ＳＳＳ、および前記補助チャネルとジョイント符号化され
たＰＢＣＨを復元するために、前記複数の時間領域シンボルを復号することと
　を備える方法。
［Ｃ１４］
　前記補助チャネルは、補助ＰＢＣＨを備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記復号することは、
　前記ＰＢＣＨと前記補助ＰＢＣＨをジョイント復号すること
　を備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記補助チャネルおよび前記ＳＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記補助チャネルおよび前記ＰＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記受信することは、
　第１の帯域幅に及ぶ前記ＰＢＣＨを受信することと、
　前記第１の帯域幅よりも狭い第２の帯域幅に及ぶ前記ＰＳＳおよびＳＳＳを受信するこ
とと
　を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記受信することは、
　公称電力レベルよりも高いブーストされた電力レベルで、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのう
ちの少なくとも１つを受信すること
　を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記公称電力レベルに対して前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つの前記ブ
ーストされた電力レベルを示す、スケジューリングエンティティからのインジケーション
を受信すること
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記補助チャネルは、
　ＳＳブロック時間インデックスをシグナリングするための３次同期信号（ＴＳＳ）、　
ビーム微調整を容易にするためのビーム基準信号（ＢＲＳ）、
　ウェイクアップ無線信号、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のための共通探索空間、または
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　ページング信号
　のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記補助チャネルのための基準信号として、前記ＰＢＣＨの復調基準信号（ＤＭＲＳ）
を利用するためのインジケーションを受信すること
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記復号することは、
　ＰＢＣＨ復調基準信号（ＤＭＲＳ）を使用して前記補助チャネルを復調すること
　を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のためのスケジューリングエンティティであって、
　通信インターフェースと、
　メモリと、
　前記通信インターフェースと前記メモリとに動作可能に結合されたプロセッサと
　を備え、ここにおいて、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　　同期信号（ＳＳ）ブロックおよび補助チャネルを送信するために、複数の時間領域シ
ンボルをスケジュールすることと、前記ＳＳブロックは、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次
同期信号（ＳＳＳ）、および物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を備え、
　　送信のために前記ＰＢＣＨと前記補助チャネルをジョイント符号化することと、
　　ユーザ機器（ＵＥ）に、前記ＳＳブロックと前記補助チャネルとを備える前記複数の
時間領域シンボルを送信することと、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つは
、前記補助チャネルと周波数多重化されている、
　を行うように構成される、スケジューリングエンティティ。
［Ｃ２５］
　前記補助チャネルは、補助ＰＢＣＨを備える、Ｃ２４に記載のスケジューリングエンテ
ィティ。
［Ｃ２６］
　前記補助チャネルおよび前記ＳＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、Ｃ２４に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ２７］
　前記補助チャネルおよび前記ＰＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、Ｃ２６に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ２８］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　第１の帯域幅に及ぶ前記ＰＢＣＨを送信することと、
　前記第１の帯域幅よりも狭い第２の帯域幅に及ぶ前記ＰＳＳおよびＳＳＳを送信するこ
とと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２４に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ２９］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　公称電力レベルよりも高いブーストされた電力レベルで、前記ＰＳＳおよび／またはＳ
ＳＳを送信すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２８に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ３０］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記公称電力レベルに対して前記ＰＳＳおよび／またはＳＳＳの前記ブーストされた送
信電力レベルを前記ＵＥに示すこと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２９に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ３１］
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　前記補助チャネルは、
　ＳＳブロック時間インデックスをシグナリングするための３次同期信号（ＴＳＳ）、　
ビーム微調整を容易にするためのビーム基準信号（ＢＲＳ）、
　ウェイクアップ無線信号、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のための共通探索空間、または
　ページング信号
　のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２４に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ３２］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　同じ送信構成を利用して、前記補助チャネルと前記ＰＢＣＨを送信すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２４に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ３３］
　前記送信構成は、アンテナポート構成、ビームフォーミング構成、送信ダイバーシティ
スキーム、またはニューメロロジーのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３２に記載のス
ケジューリングエンティティ。
［Ｃ３４］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記補助チャネルのための基準信号として、前記ＰＢＣＨの復調基準信号（ＤＭＲＳ）
を利用すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２４に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ３５］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記補助チャネルのための前記基準信号として、前記ＰＢＣＨの前記ＤＭＲＳを利用す
るように前記ＵＥに指示すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ３４に記載のスケジューリングエンティティ。
［Ｃ３６］
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　通信インターフェースと、
　メモリと、
　前記通信インターフェースと前記メモリとに動作可能に結合されたプロセッサと
　を備え、ここにおいて、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　　同期信号（ＳＳ）ブロックと補助チャネルとを備える複数の時間領域シンボルを受信
することと、
　　前記ＳＳブロックは、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、および物
理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を備え、前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少な
くとも１つは、前記補助チャネルと周波数多重化されており、
　　前記補助チャネル、ＰＳＳ、ＳＳＳ、および前記補助チャネルとジョイント符号化さ
れたＰＢＣＨを復元するために、前記複数の時間領域シンボルを復号することと
　を行うように構成される、ＵＥ。
［Ｃ３７］
　前記補助チャネルは、補助ＰＢＣＨを備える、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ３８］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記ＰＢＣＨと前記補助ＰＢＣＨをジョイント復号すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ３７に記載のＵＥ。
［Ｃ３９］
　前記補助チャネルおよび前記ＳＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
れる、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４０］
　前記補助チャネルおよび前記ＰＳＳは、同じ時間領域シンボルにおいて周波数多重化さ
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れる、Ｃ３９に記載のＵＥ。
［Ｃ４１］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　第１の帯域幅に及ぶ前記ＰＢＣＨを受信することと、
　前記第１の帯域幅よりも狭い第２の帯域幅に及ぶ前記ＰＳＳおよびＳＳＳを受信するこ
とと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４２］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　公称電力レベルよりも高いブーストされた電力レベルで、前記ＰＳＳおよびＳＳＳを受
信すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４３］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記ＰＳＳまたはＳＳＳのうちの少なくとも１つの送信電力が、前記公称電力レベルか
ら前記ブーストされた電力レベルに増大されたことを示す、スケジューリングエンティテ
ィからのインジケーションを受信すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ４２に記載のＵＥ。
［Ｃ４４］
　前記補助チャネルは、
　ＳＳブロック時間インデックスをシグナリングするための３次同期信号（ＴＳＳ）、　
ビーム微調整を容易にするためのビーム基準信号（ＢＲＳ）、
　ウェイクアップ無線信号、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のための共通探索空間、または
　ページング信号
　のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４５］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記補助チャネルのための基準信号として、前記ＰＢＣＨの復調基準信号（ＤＭＲＳ）
を利用するためのインジケーションを受信すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４６］
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　ＰＢＣＨ復調基準信号（ＤＭＲＳ）を使用して前記補助チャネルを復調すること
　を行うようにさらに構成される、Ｃ３６に記載のＵＥ。
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